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後領遺跡
千葉県内で最も古い古代寺院のひとつで、墓壇(き

だん)や礎石が残されています。国の重要文化財に

指定されている白鳳期の仏頭はたいへん育名です

(年数回公開しています)。江戸時代の巨大な宝箆

印塔(ほうきょういんとう)や、成田の御料紋揚か

ら移築された校倉(あぜくら)などもみものです。

こんしゃく しゆ こう ほくそう

今回の『遺跡令昌Jは少し趣向を変えて、北総地域の文化財めぐりです。国道16号

の道の駅「やちょJを起点(こ、印施沼の北側に沿って栄町にある「県立房総のむらjまで、

途中、立ち寄ることができる遺跡や公園などを紹介します。晴れた日には気持ちの良
さんさく

い揚所も多く、休日のちょっとしたドライブで、散策がてら文化財に接するごとがで

きますよ!【距離は約40km、約4時間の行程です。】

千葉ニュータウン地区

内で、おそらく最大級
の旧石器時代遺跡です。

現在は、調査終:了後埋

め戻され一部は道路と

なっています。
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後領遺跡は、市原市と長柄

町の境に近い匠陵先端部に位

置しています。発掘調査は平

成� 16年秋、県道のバイパス工

事に伴って行われました。

調査の結果、丘陵先端に櫓

台を、そしてその周囲に深い

空堀をめぐらせたことがわかりました。� I屈は幅約4m、深さは下から約2m、上か

発掘調査時の堀の様子

(人間の大きさからかなり深いことがわかります)

国
時

らだと約6mもあります。その形状は逆台形

の箱堀で、堀を仕切る壁(障壁)も1か所見つ

かっています。� 
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-・甚兵衛の森
(県立印溝手鍋自然公園)

佐倉宗吾ゆかりの甚兵衛渡

しにちなんだ公園です。天

を突くような見事な松がた

くさんあり、日本の名松百

選にも選ばれています。� 
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奈良時代の聖武(しようむ)天
皇の皇女、松虫姫に関わる伝説

を持つお寺です。寺が保管する

七仏薬師如来偉は国の重要文
化財です(原則非公開)。近くに

松虫姫公園があり、牛に薫った

姫の像を男るごとができます。� 
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戦国時代末期、このあたり

は長南武田氏の勢力下にあり

ました。後領遺跡は、その勢力

範囲の北西をおさえる城であ

った可能性があります。
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室町時代(15世紀中頃)の建物で、

園の重要文化財に指定されてい

ます。茅葺きの質素なお室ですが、

静かな境内は趣があります。

牛に乗った松虫姫の像

戦国時代の師声域が、県立印施沼公園

として保害されています。空堀(からぼ
り)や土塁(どるい)がよく残っており、

中世城郭の様予が想像できます。展望

台からは印据沼が一望でき、桜の名所
としても育名です。

印施沼

前戸城 里
(県立印猫沼公園)凶』� 
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今は菅，渇右ιぃ3、七のありけり。右やJ完さ物にて，九鉢に

て温め，懐に入れて暖をとるなり� O ある人，混石の立さし腹を� 

なぐさむる効を宅って，茶席の五曜を'1議右科逗とす;時式ぅ

。て，温石の世に失わるる宅，懐石の名，示く世に
印揺村で出土し
た考古資料や、村

の生活に関わる
民俗資料を展示

しています。

文字が書かれた
墨書土器が多数

出土しました。

印揺村歴史四
民俗資料館 面
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1 )温石は、懐に入れることから「懐石jと

もよばれました。温石には空腹をおさ

える効果もあり、茶席で空腹をしのぐ

と呼ぶよ

かいう� 
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2)江戸時代中頃に、中に炭を入れた「懐炉j

が登場し、温石は減っていきました。

舎では使い括ての「カイロJが一般的

となり、「懐炉Jの亨も懐力、しいもの

となっています。
(写真解説)
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こおり

跡の溝から出土した、滑石製の温石です。鎌窟時代のものと考えられます。


長さ10.4cm、幅6.7cm、厚さ3.3cm、重量は430gです。


少量のごちそうをI懐石料理J

うになりました。
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